
◆地域資源を有効に活用し、活性化させたい 

都市や農山漁村住民の交流を図りたい・・・ 

【取組み課題】 

 

 

 
 

【取組みの目的】 

 

 

名 称 グリーン・ツーリズム推進施設の整備 

場 所 岩手県九戸郡洋野町大野地区 

取組みの 

背景 

○洋野町は町域に海と高原を擁し、双方の自然環境と産物に恵まれているものの、これらを

生かし切れていない現状にあるため、資源を有効に活用した新たな産業の創出が求めら

れていた。 

○社団法人大野ふるさと公社が運営する「おおのキャンパス」は、道の駅、産業デザインセン

ターをはじめ、木工・陶芸・硝子・さき織り・園芸などの地域資源活用工房、宿泊施設、健康

の湯、パークゴルフ場、動物ふれあい館など 18 の施設があり、「一人一芸モノづくりの里」

の拠点となっている。 

○町内の就労の場が減少傾向にあったため、体験型観光のグリーン・ツーリズムにより、積

極的に受け入れを推進している。 

取組みの 

概要 

○おおのキャンパスでは、既存の施設に加え、グリーン・ツ

ーリズムの受入を推進すべく、カブト虫ふれあい施設と

天体観測施設の整備により、体験メニューの多様化を

図っている。 

○カブト虫館では、廃菌床のほか、廃ほだ木を粉砕して幼

虫の敷料に用いるほか、自然に近い環境のなか、子供

が成虫を自ら捕獲する趣向となっており、町内の有志が

カブト虫の生産技術研修会を開催するなど運営に協力

している。 

○また、現在施工中（平成 22 年 3 月完成予定）の天体観

測施設においても、町内の天文愛好家からなる「ひろの

星を見る会」が機器の取り扱いや利用者の対応にあた

る計画である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

カブト虫ふれあい施設 

カブト虫釣りイベント 

出典：東北農政局ホームページ 

社団法人大野ふるさと公社ホームページ 

近年、都市住民が安全で質の高い農産品や農作業体験などを求めて農山漁村地域に足を運び、地元の

人と交流を深めている様子がみられる。農地の有効活用を進め、都市住民等との交流を拡大していくことが

求められる。 

【岩手県洋野町】 

⇒上記の課題に対し、洋野町では農山漁村定住・交流活性化交付金を活用し、地域特性を生かした幅広い

体験型観光のグリーン・ツーリズムを積極的に展開し、交流人口の拡大と地域の活性化を図っている。 



活用制度・

事業 

○農山漁村定住・交流活性化交付金（農山漁村活性化プロジェクト支援交付金） 

・地域資源活用交流促進施設 

・教養文化・知識習得施設 

 

取組みの 

効果 

○これまでも、おおのキャンパスには年間 30 万人超の来場者が訪れている。 

○カブト虫館には、当初 1,600 人の入込客を見込んでいたが、初年度（H21）に 2,942 人と計画

を上回っている。 

○今後も、町内有志のカブト虫生産者の意識を高めながら、施設内の装飾やイベントの工夫

により、より一層の集客を図ることとしている。 

○「ひろの星を見る会」は、従来から一般参加者を募って天体観測会を開催しており、今回の

施設整備に向け自主的に組織体制の充実を図っているため、天体観測施設の稼働後はさ

らなる活動内容の充実とレベルの向上が期待できる。 

 問い合わせ先：洋野町農林課 【TEL】0194－77－2113


